
学 力 向 上 プ ラ ン【8 月版】  大分市立森岡小学校   〔令和元年度〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭・地域との継続的連携 

① 基本的生活習慣の確立 

（早寝早起き朝ごはん定着状況 90％以上） 

② 家庭学習の習慣化・充実  

（家庭学習チェック週３回以上。） 

③ 学校公開時の授業参観・見守り 

 

教職員の重点的取組み 

① 授業改善 

 めあて→課題→まとめ→ふり返りの 

整合性のある授業 

 課題設定及び学びあいの工夫・改善 

② 基礎・基本事項の定着 

 国語（チャレンジ）タイム及び個別学習の充実 

 家庭学習の習慣化 

令和元年度 単元末評価テスト結果より  

（数値はいずれも対目標値達成率） 

６学年：国語:92％  算数:86.5％ 理科:91％  社会:81％ 

５学年：国語:95％ 算数:95％  理科:97％ 社会:70％    

４学年：国語 80％ 算数:76％  理科:88％ 社会:84％ 

３学年：国語:61.5％算数:75％   理科:77％  社会:56.5％      

２学年：国語:82％ 算数:79％ 

１学年：国語:77％  算数:77％ 

 達成指標 80％を下回る学年及び教科・50％以下の子ども

に対し、重点をしぼった取組・個別指導が必要である。 

 上位層と下位層に分かれており、前学年までの学習内容の

ふり返りを行う必要がある。 

 下位層の子どもの多くは生活習慣･家庭学習が確立してい

ない傾向がある。 

本年度達成指標 
学力調査において全実施教科の結果が全国平均（県平均）を上回る 

本年度実施の単元末評価テストにおいて，目標値を達成する児童の割合を 80％以上にする。 

学びの土台づくり※「学校・家庭・地域の協働・連携 無くしては不可能な事柄である」という認識を共有する 

① 基本的生活習慣の確立と継続②学び合える共感的な学習集団の確立③よりよい食習慣の確立 

具体的な取組み 

【授業改善】 テーマ課題設定・話し合いを中心とする学びあいの場を工夫した学習指導のあり方 

○ めあて→課題→まとめ→ふり返りの整合性のある授業 

・ １時間完結型授業（課題とまとめ）の徹底、一人１回以上の互見授業の実践に取り組む。（「大分市授業づくりの5

つのポイント」を意識した授業） 

・ 「めあて」「課題」「まとめ」「ふり返り」のプレートを使用し、子どもにも見通しをもたせる。 

○ 課題設定及び学びあいの工夫・改善（校内研） 

・ 子どもの意欲や考えを引き出す課題設定の工夫を行う。 

・ 互見授業・授業観察及び指導助言による授業力向上を図る。 

・ 授業中に自分の意見を言う場を設定する。（「自分の考え・意見・感想などが言える」と答える子ども９０％） 

（全体だけでなく、ペア・３人・グループ等の場の設定を工夫し、１時間の中で１回以上自分の考えを発言する機会

を設ける。） 

【基礎・基本事項の定着】 

○基礎基本事項の定着 

・ 単元末評価テストの結果をもとに学習定着状況を把握する。特に対目標値 50％未満の子どもに対し、国語（チャ

レンジ）タイム・休み時間を利用して個別補充学習に取り組む。 

・ 家庭学習の状況を把握し、休み時間等に補助を行う。週 3 回以上の家庭学習の点検を保護者に呼びかける。 
【その他】 

・ 学習規律アンケートを実施し、全校で統一した学習規律の徹底を図る。 

・ 教育活動全体につなげる道徳教育の充実を図る。 

・ 様々な体験活動、多様な地域のあり方に触れる機会を設ける。 

 

令和元年度 ５年大分県学力学習状況調査より 

正答率 森岡小 目標値 県平均 偏差値 

国語 ７５．０ ６９．６ ７６．３ ５１．４ 

算数 ７０．５ ６６．１ ７０．３ ５２．４ 

理科 ７５．９ ６６．９ ７０．３ ５５．１ 

○平均正答率は算数、理科は県平均を上回っている。 

●国算理ともに『活用』はできているが、国語は『知識』

で課題があり、説明文を読み取る部分が低い。 

令和元年度 ６年全国学力・学習状況調査より 

正答率 森岡小 大分県 全国 

国語 ６９．０ ６７．０ ６３．８ 

算数 ６７．０ ６７．０ ６６．６ 

○国語は県を超え、算数は同等となっている。 

〇国語は 5 年生のとき低かった『聞き取る』ことの項目

が良くできていた。 

●算数は『図形』に課題が残った。 


